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１．背景
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出典：https://www.apple.com/jp/iphone/ 出典：https://www.irobot-jp.com/roomba/ 出典：https://www.dyson.co.jp/

画像提供：トヨタ自動車株式会社
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研究対象
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光

ＬＥＤの普及により省電力、安価に光による表現が可能になった
表現の幅が広がったことで製品に新たな価値観

ＶＲ

エンターテインメントの分野で発展してきたＶＲ
実際の映像と組み合わせることにより産業利用が拡大

人間の視覚を刺激するもの ⇒ 意匠法で保護すべきでは？

意匠法では物品の形態でないものは保護できない！
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２．研究対象・光
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光
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Q60 QX30

QX80 QX50

出典：https://www.nissan-global.com/JP/DESIGN/

光意匠の事例１ – 自動車ランプ
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出典：http://www.jp.skechers.com/

光意匠の事例２ – 靴
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光意匠の事例３ – 自転車ホイール

出典：https://www.monkeylectric.com/ja/
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想定される光意匠

事例 想定される光意匠の制度

自動車ランプ ・ランプの形状、LEDの配置に限定されない「光のみの意匠登録」

・動的意匠

靴 ・靴の形状に限定されない「光のみの意匠登録」

・動的意匠

自転車スポーク ・LEDの形状、配置に限定されない「光のみの意匠登録」

・動的意匠

「点灯時の光の意匠登録」の可否について着目
ブランド表現として保護の要望が強い自動車ランプに
ついて検討
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現行の日本の意匠法での保護状況（その１）

■事例１（登録1550482号）
部分意匠
物品 自動車用フロントコンビネーションランプ

【斜視図】

【使用状態を示す参考図】

【平面図】

【左側面図】
【底面図】

【背面図】

【右側面図】

【正面図】

【意匠の説明】
各図の表面部全面に表された濃淡は、立体表面
の形状を表す濃淡である。部分意匠として意匠
登録を受けようとする部分以外の部分には薄赤
色を施した。部分意匠として意匠登録を受けよう
とする部分は透光性を有しており、使用状態を示
す参考図は当該部分を全て点灯した状態を表し
ている。

点灯部の形状と点灯時の光の形状が同
じであれば、現行法でも保護できている。

●透明部分を示す各参考図は省略
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現行の日本の意匠法での保護状況（その２）

使用状態を示す参考図の一部を拡大

■事例２（登録1601422号） 部分意匠 物品：乗用自動車

【一部拡大左側面図】

点灯時の光の形状は点灯している部分により明度が異なる。
点灯部分の輪郭が滲んでいる場合がある（「滲み」もデザインの一部）

点灯時の光の形状は点灯する部分の部材形状
だけでは表現できない
⇒現行意匠法での保護の限界

出典：改訂意匠審査基準（案）
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現在検討中の審査基準改訂案のポイント
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■点灯部を有する部品の取り扱い

●基準改訂案
→ 点灯により物品自体に模様または色彩が表れる場合は、

当該模様や色彩についても、出願に係る意匠の形態を構成する要素として取り扱う。

●権利の位置付け
→ 物品の形状と点灯状態の模様、色彩を総合的に判断する。

●出願方法
→（物品の形状を示す）消灯状態の図面と、

（点灯状態の模様や色彩を示す）点灯状態の図面を、両方提出できる。

※点灯状態の図面により意匠の形態が特定できる場合は、消灯状態の図面は省略可能。

●審査基準改訂による保護範囲の拡充
→点灯状態の図面も通常の図面として出願可能となり、「模様・色彩としての光」も保護対象。

⇒ 「光自体の形状」を保護しているわけではないため、光のみに特徴があっても
（消灯状態である）物品の形状に影響を受ける。

出典：改訂意匠
審査基準（案）



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

点灯状態の物品の意匠
登録の有無

物品の形状を限定
しない「光」のみの意
匠登録可否

現状での「光」の
みの保護手段

実体審査
制度の有無

中国 × × 特許出願。 ×

米国 〇 × 光そのものは意匠
登録の対象外。
特許出願。

○

欧州 〇 × 特許出願。
著作権も可能性あ
り。

×

韓国 〇 × 特許出願。 ○
（一部物品は無審査。
自動車は実体審査
の対象）

日本 ○(審査基準にて明確化検討中) × 特許出願。 ○

DM/090834
(「自動車」の部分意匠）

002286559-0010(Lights for motor vehicles)

USD591,665

DM/085102 

現行の各国意匠法での保護状況



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

保護の検討を要望する光意匠
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●点灯状態における光の形状（消灯状態の物品形状を問わない）
●色、点灯、点滅等のパターンによるデザインの変化
●物品の動作に伴うデザインの変化

■今後保護の検討を要望する光意匠

出典：http://www.jp.skechers.com/

変化する点灯パターン
のデザインの保護

出典：
https://www.monkeylectr
ic.com/ja/

画像提供：トヨタ自動車株式会社
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●線画では光の意匠の表現に限界（輪郭の滲み、明度の部位ごとの変化等のニュアンス）
●六面図の要否

光意匠を保護対象とする場合の課題
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●物品形状にかかわらない光の形状の特定方法
光を見る方向により形状が変わる。

●デザインが変化する意匠（動的意匠）
動的意匠の態様の一つが静的な意匠と類似することがある。

■意匠保護範囲

■出願書面
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課題に対する対応案
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■意匠保護範囲

●物品形状にかかわらない光の形状の特定方法
出願時に点灯状態の要部となる視点を明示し、その視点から見た形状のみを権利とする。

●デザインが変化する意匠
動的意匠はあくまで動的意匠としての権利とする。
→出願人が動的意匠の態様の一つを保護したい場合は、その態様を静的意匠として別途出願

する。

■出願書面

●図面による出願
点灯形状以外の物品形状については、部分意匠同様に破線（薄墨)での記載として保護範囲と
の差別化を図る。

●線画では光の意匠の表現に限界（輪郭の滲み、明度の部位ごとの変化等のニュアンス）
写真または動画による出願とする。

●六面図の要否
要部となる視点からのみの図面、写真、動画による出願
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光意匠まとめ
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保護状況 保護対象

現在保護されている光意匠 ・点灯部の形状
（点灯部の形状と同じ点灯時の光の形状）

審査基準の改訂で保護される
光意匠

・点灯により物品自体に現れる模様または色彩
（点灯部の形状は問わないが、物品形状と総合的に判断）

・光の輪郭の滲みは、保護対象外

保護の検討を要望する光意匠 ・物品形状、点灯部の形状にかかわらない光の形状
・色、点灯、点滅等のデザインの変化
・物品の動作に伴うデザインの変化
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３．研究対象・ＶＲ
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ＶＲ（Virtual Reality＝仮想現実）
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ＶＲ映像の仕組み①

画像提供：株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント
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ＶＲ映像の仕組み②

画像提供：株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント
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現行意匠法で保護する際の問題点

画像提供：株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント

実際に提供される映像と脳が認識する映像は異なる。

脳が認識する映像

脳が認識する映像
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現行の各国意匠法での保護状況
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平面的に表現したＶＲ画
像意匠登録可否

立体的なＶＲ画像の意
匠登録可否 （人間の脳が認
識する画像）

現状での「立体的なＶ
Ｒ画像」の知財的保護
手段

中国 〇（ＧＵＩの場合は可能） × 著作権（ＧＵＩ非該当の場
合）

アメリカ 〇（GUIの場合は可能） △（図面の表現次第：See 
USD797767) 少しずつ角度を
ずらしてsecond orientation,
third orientationとした平面的

図面提出で登録させた例はあ
り

著作権

欧州 〇（GUIの場合は可能） △（現地代理人の意見の分か
れるところ（規定はない））

特許或いは著作権

韓国 〇（視覚で認識可能の場
合はＯＫ）

× 著作権

日本 〇（ＧＵＩの場合は可能） × 著作権

USD797,767
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各国の登録例
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D458611
Vizible.com

D797767
Microsoft 201630637699 .2

上海聚力传媒技术有限公司

30-2015-0014878
Samsung
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日本の登録例
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意匠登録第１５７９４９３号
意匠に係る物品：ヘッドマウントディスプレイ
SHENZHEN ROYOLE TECHNOLOGIES

２つのディスプレイに映し出さ
れた画像として登録。
（左右同じ画像で立体として
認識されない）
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出願用図面の問題

ディスプレイに
出力されている映像

ヘッドマウントディスプレイに
実際に出力される映像

画像提供：株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント

出典：https://vrinside.jp/news/post-141482/
https://blog.vive.com/us/2017/11/13/vive-developers-conference-beijing-2017/

脳が認識する映像
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現行意匠法で保護する際の問題点

現状で許容されている形態で出願した場合の問題点

図面に表現された2つの映像から、脳が実際に認識している映像を正確に再現することは困難。

正確に再現できない映像によって権利範囲が決定されれば、権利範囲に関する予見可能性がな
くなり調査や活用等の各場面で支障が生じることになる。

実際に保護したいＶＲ映像を現状の出願で保護することは不可
能！？
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そのほかの問題点

図面での表現が課題

映像が全方位に広がる 映像に奥行きがある
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ＶＲ画面での操作の特徴

ポインタに対して背景やＧＵＩが動いて、ポインタを操作しているよう
に認識させている。画面に対して背景やＧＵＩが動くため、画面に対
するＧＵＩの位置の特定ができない。
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現行意匠法で保護する際の問題点

視点に関する問題点

・利用者を中心に全方位に空間が広がっている。また、映像内の奥行も無限であるため、従来の
画像意匠と同様の視点による出願方法では意匠が特定できない。

・利用者の動きに合わせて映像が動くことで、利用者に対するＧＵＩの配置が特定されているため、
画面に対するＧＵＩの位置や大きさが特定されない。

実際に保護したいＶＲ映像を現状の出願で保護すること
は不可能！？
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保護の検討を要望するＶＲ意匠

■保護の検討を要望するＶＲ意匠の種類

ＶＲにおける意匠とは、ＶＲゴーグルに表示される画像意匠

現在平面画像で画像意匠として保護されている
・操作意匠（ＧＵＩ）
・機能を発揮している意匠

をＶＲでも意匠法による保護対象となることを要望する。



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 31

保護の検討を要望するＶＲ意匠

VRゴーグルの
左目用映像

人が脳で
認識する映像

VRゴーグルの
右目用映像

■保護したいＶＲ意匠の種類

画像提供：マツダ株式会社
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保護の検討を要望するＶＲ意匠

■保護の検討を要望するＶＲ意匠の種類

●位置を限定しない部分意匠
ＶＲ空間では、利用者の視点の移動に
より画面上の位置や距離感といった位
置の特定は困難であり、部分意匠であ
るがＶＲゴーグルや画面に対する位置
や大きさを限定しない権利として検討を
望む 。

●ＧＵＩの配置に特徴がある意匠
ＶＲ空間で、利用者に対するＧＵＩの配置
に特徴がある意匠についても権利対象
として検討を望む。
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ＶＲ意匠を保護する場合の課題
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●意匠の特定
モニタに表示される映像と、脳で認識する立体物が異なっていて、モニタの映像を保護しても脳
が認識する立体物を保護できない。

●位置の特定
モニタを意識せず、利用者を中心に空間が広がっていると感じるため、対象物の位置の特定が
困難。

■意匠の特定
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課題に対する対応案
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■意匠の特定および出願書面

●意匠の特定
脳が認識する対象物を通常の立体として表した六面図により出願する。
なお、裏側を表示しない場合は省略できる。

●位置の特定
ＧＵＩ単体の出願については、ＶＲ空間内では位置を特定しない。
利用者を中心としたＧＵＩの配置に関する出願については、空間の断面図として利用者を中心と
して、内側 から見た図面によって出願する。



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

ＶＲ意匠まとめ
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保護状況 保護対象

現在保護されているＶＲ意匠 ・ＶＲゴーグルの左右のレンズに表示された左眼用、右眼用の
画像

保護の検討を要望するＶＲ意匠 ・脳が認識する画像
・ＶＲ空間のＧＵＩの配置
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まとめ
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光、ＶＲは、さらなる産業利用、発展が期待される。
意匠法により適切に保護されることを望む。

意匠法改正に関する情報収集には、
意匠委員会へのご参加が最適！


